
 社会福祉法人 日本肢体不自由児協会主催の

平成 27年度 第 34回デジタル写真展が行わ

れ，中学部２年生の牧瀬梨羅さんの作品（大好

きな友達を撮影した写真），中学部３年生の元

番大輝さんの作品（遠足時に水族館で撮影した

魚群の写真）が入賞しました。 

銀賞「大好きなあやかさん」  銅賞「光り輝く魚たち」 

 

 11月 20日（金），本校体育館で行いました。 

参加者は，本校小・中学部通学生 19人，鹿児

島養護学校高等部訪問教育学級生４人，やまび

こ医療福祉センター入所者の方９人の総勢 32

人でした。いろいろな人と触れ合う歌あそびや

グループ対抗のゲームなどを行いました。 

本校児童生徒は，日頃の 

学習を生かし，学校外の方 

の前でも声を出して返事を 

したり，先輩方の積極性を 

見習って活動したりすることができました。 

 

 代表委員会では，全校集会

の計画・当番への連絡，児童

生徒総会や児童生徒会役員改

選の準備，各学校行事での挨

拶等の活動に取り組みまし

た。人前に出て緊張すること

もありましたが，活動に一生

懸命に取り組み，成長する姿

が見られました。 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 美化委員会では，清掃活動，

ごみの回収活動に取り組んで

います。テーブルの上のごみ袋

を落として台車に乗せる，スイ

ッチ操作でモップ付きの電動

スクーターボードを動かして

床掃除をする等，得意なことを

生かして頑張っています。 

保健委員会では，フッ素容

器回収，換気を呼び掛ける校

内放送を主な仕事として活動

しています。これからも，み

んなが元気に過ごせるよう，

頑張ります!! 

 

 

 

 

 

（全校集会にて風邪予防の呼び掛け） 

 今年度，つくし学級（訪問教育学級）は，小学部２人，中学部２人が 

在籍しています。学校に隣接する「やまびこ医療福祉センター」に教師 

が出向き，毎日自立活動を中心に，学習をしています。 

 また，ベッドサイドだけではなく，センター内の散策をしたり，運動 

会や発表会等の行事を始めとするスクーリングで学校に登校したりして，                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

学習することもあります。常時，体調管理を行いながら，児童生徒がよ 

り豊かな経験から学んでいけるように取り組んでいます。 

 

元番大輝さん，中学部御卒業おめでとうご

ざいます。以前は，たくさんの人の前で話す

ことが苦手でしたが，今では声を出して話す

ことができるようになり，確かな成長を見せ

てくれた３年間でした。４月からは，鹿児島

養護学校高等部に進学予定です。皆与志養護

学校で経験したことを生かしながら，これか

らの輝く未来を歩んでください。更なる活躍

を期待しています。 

 

 有馬幸太さん，堀之内大作さん，小学部御卒

業おめでとうございます。 

いつも元気で挨拶上手な幸太さん，自分にも

友達にも拍手をするのが上手な大作さん，たく

さんの思い出をありがとう。小学部６年間の思

い出を胸に，中学部でも元気いっぱい頑張って

ください。楽しい中学部生活を送ってください

ね。これからも，小学部から応援しています。 

 

 

県立皆与志養護学校 

第３号 

平成 28年 3月 17日 学校だより 

    教頭 鶴田 弘文 

先月，第 31号となるＰＴＡ会報「皆幸望」が完成しました。「皆与志養護学校のみんなが幸福で，心

に大きな展望が開かれるように」との願いを託し，昭和 60 年から続く保護者と職員の優しさと熱い思い

の詰まった１冊です。今年度，皆与志養護学校では２年ぶりの小学部の新入生を迎えましたが，その新

入生のお母様は，この１年を振り返って皆幸望に次のようなうれしい言葉を書いてくださいました。 

「みなようの１年間で僕はたくさんのことができるようになりました。…(略)…これからもみなよう

で元気いっぱい，たくさんたくさん勉強と運動をしたいと思っています。」 

皆与志養護学校の現在の児童生徒数は 21 人。県内の特別支援学校の中では，最も少人数の小さな学校

です。通学バスも運行していません。高等部もありません。学校は国道から細い道で入り込んだ森の中

にあり，決して交通の便もよくありません。しかし，本校の児童生徒にとっては，緑豊かな落ち着いた

環境の中で友達や教師とじっくり関わったり，個別の活動から集団活動までの様々な形態で学習したり

することのできる恵まれた学習環境です。職員は，子供たちの障害の状態に合わせた自作教具の開発を

頑張っています。隣接するやまびこ医療福祉センターとは，校医の先生やリハビリテーション部職員と

の研修の機会も多く，教育と医療・福祉の深い連携も本校の自慢です。 

障害のある人もない人も共に生きる社会をつくることを目的とした法律「障害者差別解消法」が来月

から施行されます。世の中には様々な障害のある人が暮らしており，障害のある子供一人一人のニーズ

に応じた教育を社会に示すことは，共生社会の実現に向けた特別支援学校の役割でもあります。 

皆与志養護学校は，肢体不自由のある子供たちの様々な状態に応じた教育を行うことを専門とする学

校です。森の中の小さな学校は「皆与志養護に行けば○○○ができる」と言ってもらえる学校になりつ

つあります。そして，「○○のことは皆与志養護に相談」「○○だから皆与志養護に通わせたい」と保

護者に選ばれる学校をめざしています。お子様のことでお悩みの方，障害に合った指導方法に困ってい

る方々にお伝えします。「安心してください，『皆与志養護学校』がありますよ」 

 


